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国文学研究資料館のあゆみと現状

1949年 野村兼太郎らが国会に「国立史料館設置に関する請願」を提出し、採択さ
れる。

1951年 旧三井文庫の敷地を購入。同年5月、文部省令第10号に基づき「わが国の
史料のうち、主として近世の史料の調査研究、収集、整理、保存を行い、利用に供
する」ことを目的として「文部省史料館」を創設。

1972年5月 敷地内に国立国文学研究資料館が創設され、「国文学研究資料館史料
館」に改称・改組。「文部省史料館」の名称を廃止し「史料館」と称する（通称
「国立史料館」）。

1987年 公文書館法制定。史料館の活動が、近世以降の古文書収集事業から、近世
より近現代にいたる記録史料（アーカイブズ）全般の管理（整理・保存・利用）へ
と移行。

2004年 大学共同利用機関法人人間文化研究機構設立。「国立国文学研究資料館史
料館」は改組され、「大学共同利用機関法人人間文化研究機構国文学研究資料館」
（日本文学部門・歴史部門）設立。「史料館」は国文学研究資料館のアーカイブズ
研究系（現在は研究部）として統合され、独立した機関としては廃止となる。
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国立史料館設置に関する請願（1949年）



所蔵資料



アーカイブズ機関の機能と空間（概念図）



保存計画と対策フローチャート
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文化財の日常管理（IPM活動）
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文化財の日常管理（IPM活動）



国文研の施設



施設のゾーニング



施設のゾーニング



保存環境で制御すべき劣化因子



温度・湿度の測定場所

永久マイクロ
保管庫



変温恒湿での環境制御の考え方



防塵・防虫の工夫

網戸の設置

ハバキなしの立ち上げ床

クリーンシートと害虫トラップ



害虫トラップの設置場所



害虫トラップの記録と観察



資料の状態調査



閲覧室（一般）



閲覧室（貴重書・歴史資料）

カウンターの係員から閲覧者の手元が見える
構造



書庫（活字本・一般の和本）

増設された書庫（手動集密書架）
通気性を考えたパンチング構造

コストを考え、温度は成り行き、空気循環と
湿度コントロールを中心とした管理

電動集密書架



書庫（活字本・一般の和本）

閉室時には書架を等間隔に並べて通気性を確保



マイクロフィルム・電磁媒体保管庫（利用用・長期保存用）

長期保存用マイクロ・電磁媒体保管庫
は、24時間環境制御
当初温度20±2℃湿度30±5%RH

稼働観察後に変更

温度18±2℃ 湿度25±5%RH
→執務室で常時データの監視

利用用マイクロ保管庫
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マルチ・クリーン・システムの貴重書庫



アーカイブズ収納（中性紙ダンボール填め込み）



アーカイブズ収納（保存容器と包材）



アーカイブズ収納（フィルムの保存容器・包材）

35mmネガフィルム ガラス乾板

6×7判フィルム



アーカイブズ収納の際の注意点



害虫処理室

窒素充填による殺虫（28℃で３週間）



保存措置室

予防的保存措置が中心
・クリーニング
・ラベル貼付
・包材の製作と資料の収納
・軽微な修復（継目剥離への対応など）
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